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　週に1回，認知症ケア回診を認知症看護認定看護師や薬剤師，
医療ソーシャルワーカーらとチームで全病棟に行っている．対
象者は認知症で介護度の高い人や，入院中にせん妄をきたした
人などで，主に行動・心理症状へ多面的に対応している．感染
症や心不全などの内科の患者さんのほかに，コンスタントに多
いのが認知症で施設入所中に転倒・骨折（主に大腿骨近位部骨
折や脊椎圧迫骨折）をきたして入院してくる整形外科の患者さ
んである．また，脊椎疾患の術後にせん妄をきたす人もいる．
大腿骨近位部骨折では，かなり高齢で認知症が進行した人でも
元の運動機能が保たれていれば，積極的に手術を行っているこ
とが多いようである．一方で，頸椎症や腰部脊柱管狭窄症では，
認知症の有無や程度が手術適応の決定にどの程度影響している
のだろうか．
　多臓器疾患で認知症も出現している超高齢者が増える中で，
種々の身体合併症やせん妄などの行動・心理症状の予防や対応
には，他科との密な医療連携や多職種連携によるケアが重要と
なる．医療の専門化と細分化が進む昨今，超高齢者をトータル
に（身体疾患だけでなく認知機能や精神面，さらに生活や社会
背景を含めて）診る「総合老年科」的素養が求められる．脊椎
脊髄疾患を中心とする学際誌である本誌も，関連する各科の学
術面のみでなく，高齢者医療の臨床現場における連携の一助に
なってくれればと期待している．
　さて，本号の特集は「脳脊髄液漏出症―診断治療の最前線」で
ある．このテーマは前回2016年の10号に取り上げられて約9年
になるが，この間に経験が蓄積されて，より詳細な病態解析か
ら診断法，個々の病態に応じた治療の実際に至るまで着実な進
歩がみられることがよく理解できた．経験豊富な先生方による
「最前線」の情報が網羅されており，大変有益な内容になってい
る．個人的には，中川紀充・小林修一論文と高橋浩一・秋葉洋
一論文の中で少し触れられている，脳表ヘモジデリン沈着症，
多髄節性筋萎縮症，脊髄ヘルニアといったduropathiesとして包
括される病態との関連が知りたいところである．その解明には，
おそらく個々の症例についての長期間の経過追跡が必要と思わ
れ，今後に残された課題であろう．
 （亀山　隆）
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